
平成30年度 つうしんぼ

快適さを支える生活基盤の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ 都市マスタープラン策定事業 381万円
■ 地籍調査事業 1,589万円
■ 民間活用市営住宅事業 2,858万円
■ 都市計画道路整備事業（和賀白川線・野村布気線） 4億3,620万円
■ 東海道街道環境整備事業（布気小野線） 1,573万円
■ ため池ハザードマップ作成事業 471万円
■ 地震対策・木造住宅補強事業 2,752万円
■ 橋梁耐震化補強事業 2,464万円
■ 森林環境創造事業 426万円
■ 多面的機能発揮促進事業 1,521万円
■ 伝統的建造物群保存修理修景事業 2,790万円

健康で生きがいを持てる暮らしの充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ 生活困窮者自立支援事業（自立相談支援事業等） 1,408万円
■ がん検診推進事業 8,891万円
■ 予防接種費用助成事業 619万円
■ 三重大学亀山地域医療学講座支援事業 3,120万円
■ 介護保険地域支援事業(総合事業、任意事業) 4,754万円
■ 地域包括支援事業（社会保障充実分） 1,116万円
■ 高齢者タクシー料金助成事業、障がい者（児）タクシー料金助成事業 2,119万円
■ 福祉医療費助成事業（心身障がい者） 6,475万円
■ 地域人材キラリ育成事業 1,397万円
■ 図書館整備事業 60万円

交通拠点性を生かした都市活力の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ 産業振興奨励事業 4,992万円
■ 創業等支援事業 391万円
■ 地域企業魅力発信・子どもの職業体験支援事業 120万円
■ 観光協会運営支援事業 1,739万円
■ 亀山７座トレイル事業 90万円
■ リニア中央新幹線亀山駅整備基金積立事業 5,069万円

子育てと子どもの成長を支える環境の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ 普通教室等空調機整備事業(小学校、中学校)、幼稚園保育室等空調機整備事業 5,735万円
■ 中学校給食実施事業 3,927万円
■ 外国語指導助手配置事業 2,338万円
■ 情報教育推進事業（小学校、中学校） 3,336万円
■ 学力向上推進事業 439万円
■ 個の学び支援事業（幼稚園、小学校、中学校） 7,829万円
■ 少人数教育推進事業 2,719万円
■ 子育て世代包括支援事業 6,480万円
■ 不妊・不育症治療費助成事業 501万円

市民力・地域力の活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ 地域まちづくり協議会支援事業 2,524万円
■ 市民活動応援事業 682万円
■ 移住交流促進事業 287万円
■ シティプロモーション推進事業 209万円

平成30年度に実施した主な事業

平成30年度に実施したその他の事業についても、亀山市ホームページで
公開しています。詳しくは、検索してご覧ください。 行政評価　第2次総合計画　亀山市

亀山駅周辺整備事業
2億7,327万円  都市整備課

放課後児童クラブ事業
1億4,959万円  子ども未来課
放課後子ども教室推進事業
1,342万円  生涯学習課

福祉医療費助成事業(子ども)
1億9,416万円
  市民課

地域福祉力強化推進事業
800万円
  地域福祉課

ごみ溶融処理施設大規模
整備事業　9,342万円
飛灰再資源化事業
4,087万円  環境課

関の山車会館整備事業
1億7,560万円
  文化スポーツ課

全国高等学校総合体育大会
開催事業
1,031万円
  文化スポーツ課

川崎小学校改築事業
7億5,873万円  教育総務課

地域生活交通再編事業
1億1,159万円  産業振興課

JR亀山駅周辺の整備を進めるた
め、組合や事業者が行う再開発事
業等を支援するとともに、周辺道
路の整備を行いました。

小学生の安全な居場所の確保のた
め、放課後児童クラブの運営支援
や昼生小学校区放課後児童クラブ
等の整備を行うほか、放課後子ど
も教室を実施しました。

中学校終了までの児童・生徒への
医療費の助成のほか、平成30年9
月からは、市内医療機関において
未就学児の医療費の窓口無料化を
実施しました。

共生社会の実現を目指し、市社会
福祉協議会にコミュニティソー
シャルワーカー（CSW）を設置し、
地域での福祉課題を解決する仕組
みづくりを支援しました。

ごみ溶融処理施設の延命化のため
大規模整備を行ったほか、廃棄物
の溶融処理の過程で発生する飛灰
の再資源化を行いました。

「関の山車」を保存・展示し、伝承活
動の拠点となる関の山車会館の整
備に向け、山車収蔵展示棟や外構
の工事などを行いました。

平成30年8月に、全国高等学校総
合体育大会（インターハイ）ウエイ
トリフティング競技大会を西野公
園体育館で開催しました。

校区内の児童数の増加への対応と
学習環境の整備を図るため、平成
28年度から３年かけて川崎小学
校の校舎を改築しました。

バスなどを効率的・効果的に運行
するとともに、新たな交通サービ
ス「かめやまのりあいタクシー
のりかめさん」を導入しました。
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